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　In Japan, Carpinu・Zzμ‘ｃｚ臼山,。vii is regarded as an example of the so-called “continental”

or “Korea-Manchur ian” elements, occurring on ｒｏとky ridges or slopes consisting mainly of

limestone or agglomerate in western Honshu, Shikoku, and Kyushu｡

　As the result of the phytosociological study of the　Ｃｏ-ｒpiinはtｕｒｃｚのlinoｖｉｉcommunity in

Japan, two associations were recognized (Tables l and 2）｡One is the Ｚａｂｅｌｉｅtｏ-Ｃａｒｐｉｎｅtｕｍ

れもｒｃｚａｎｍｏｖｉｔ(Yamanaka
1955, excl. subaｓｓ. ｓpiｒａｅtｏｓｕｍ)occurring on limestone, and the

other　is　the　Ｓｅｄｅtｏ･Ｃのｰかi･ｎｅtｉｍｉ　ればｃｚａｎｉｎｏｖii(Yamanaka　1963)
on agglomerate. The

Ｚａｂｅｌｉｅtｏ-Ｃａｒpi･ｎｅt･誌琲can be divided into three subassociations, viz., the Z.･Ｃ.　ｖibｔびｎｅtｏｓｕｍ

in
western Honshu, the

z.-c.　ひεΓどTtreto∫z£7?z　athigh altitudes　in Shikoku, and the z.c.

ｃｌｅｍａtｉｄｅtｏｓｕｍ　ａt　＼０ｗaltitudes in Shikoku and Kyushu. Ｔ＼vｅＳｅｄｅtｏ･（ｙｉｒｐｉｎｅtｕｍ!.contains

the Ｓ.･Ｃ- 　pittｏｓｐｏｒｅtｏｓｕｉｎon tｈｅ･Island of Hirado and the Ｓ.･Ｃ. ｓpiｒａｅtｏｓｕｍon the

Shimabara Peninsula and the Island of Shodoshima｡

　These two associations should be included in the Ｓｔ)iｒａｅtｏ-Ｃａｒf)inio･II　ｔttｒｃｚ＾niiioi?iinewly

proposed in　the present paper.　It is noteworthy that many endemic plants and calcicolous

relics occurring disjunctively are found as characteristic or differential species in these

associations.

　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　え　　が　　き

　イワシデはわが国では本州の中国地方，四国，および九州に生ずる落葉低木または小高木で，い

わゆる大陸要素または満鮮要素(continental or Korea-Manchur i an elements)とよばれる代表的

な植物である．また石灰岩地帯に多く，好石灰植物(calciphilous plants)の例としてしばしばと

りあげられるものであり，その分布と生態については少なからず興味ふかい問題を含んでいる.

‘私は以前から石灰岩地帯の植生を研究してきたが，イワシデの群落にはとくに注意をはらい，さ

きごろ㈱罰の石灰岩地帯のイワシデ群落をまとめるとともに，小豆島の集塊岩上のものについても

簡単に報告した．ここではその後に得られた各地の資料を加えて，わが国のイワシデ群落について

の知見を堕理しておきたいと考えている．

　この研究には長年にわたり多くの方から御指導と御援助をたまわった．ことに鹿児島大学の初島

住彦，長崎大学の外山三郎両先生からはいろいろ有益な御教示をうけ，また現地の調査に際しては

黒岩和男，平松信夫両氏の御助力におうところが少なくない．さらに困難な植物の同定には大井次

三郎，村田源，湯浅浩史の各位をわずらわしたものが多い．本論に入るにさきだって厚くお礼申し

あげるしだいである．

　　　　　　　　　　　　イワシデとその分布およぴ生態

　1.イワシデ【こついて　　　　　｀

　イワシデＣａｒｐｉｎｕｓ　tｕｒｃｚａｎｉｎｏ・■iｔHance,　Journ. Linn. Soc. 10 : 203 (1869)にはＣ.卸･公1
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Ｈ．べiVinkler in Engler, Pflanzenr. 19 : 35 (1904)にＣ. tｃｍａｋａｅのｍMakino, Bot. Mag. Tokyo

28 : 32 (1914),　Ｃ．　ｃｏｒｅａｉ･laNakai, Bot. Mag.　Tokyo 4C〕:162 (1926)の異名がある.

　Ｃ'ａｒｐｉｎｕｓtｕｒｃｚａｎ･i･llO･ｖiiの分布の中心は中国北部（北支那）とみなされ，これにはトウイワシ

デとかヤマシデの和名がつけられたこともある．わが国ではＣ。£のｉａｆｅａｅａ？iaか高知県の横倉山か

ら牧野によって記赦され，イワシデの和名がつけられた．他方朝鮮では中井(1926a)が城南から

Ｃ．£川‘ｃｚｃＤｉｉｎｏｖiiを報告するとともに，コシデを‘Ｃ.ｃｏｒｅａｎａとして新しく記載した．これら

はのちに初島(1935)によって，同一種として学名が整理され今日にいたっている.

　2.地理分布

　上.に述べたところでも明らかなように，イワシデは中国北部，ことに山東，河北地方に多く，朝

鮮および日本西部に分布する．初島（私信）によると，大陸のイワシデはやや葉が広く，この型の

ものか朝鮮および北九州に見られるものであるという.l;|緋F･(1926 a）はコシデを記載したさい，

朝鮮西南部のフロラで注目すべきものであるとして，全南各地の産地をあげさらに済州島および対

島をも加えているが，同時に黄海もその分布域に含まれている．

　わか国では横倉山での発見後，中国地方のー･部に産することか明らかにされ，その後㈱mlおよび

九州の各地で見出され，今ではほぽその分布域が明らかにされた．

　すなわち香川県の小豆島を分布の東限として，岡山県では真庭郡（勝山町）（堀川・佐々木1962),

新見市（草間，井倉付近），阿哲郡（哲多町），川上郡（備中町および成羽町），後月郡（芳井･町），

広島県では帝釈峡を中心とする神石郡および比婆郡のほか芦品郡（新市町）（林1941)に知られ，

香川県では上.記の小豆郡のほか高松市（屋島）および木田郡（牟礼町八栗山）に見られ，愛媛県で

は上昇穴郡（美川村），東宇和郡（野村町），徳島県では那賀郡（木頭村石立山），高知県では香美

郡（物部村および土佐山田町），南国市，土佐郡（ﾆﾋ佐山村および鏡村），高岡郡（佐川町，越知

町，葉山村，仁淀村，東津野村，および稿原村）に多く，福岡県では北九州市，田川郡（香春町，

方城町など），熊本県では芦北郡（田浦町および芦北町）（清水1963)に知られ，長崎県では下県

郡（対島），平戸市（平戸島），北松浦郡（小佐々町）（初島および外山による），南高来郡（加津佐

町）などの産地が標本および確実な文献などにより明らかにされている．

　3.垂直分布　　　　　　　　　　　　　　‘

　イワシデの生育はおもに土地的要素に支配されるため，垂直的な気候帯と分布との密接な関係は

認められない．今まで明らかにされた産地は暖温帯から冷温帯にわたり，分布の下限は海岸近くに

達し，九州の平戸島では海抜50m前後から出現している．また四国の鳥形山および黒沌山の1460m

内外が既知の産地では上限となっている．

　4.環　　　境

　イワシデはおもに日あたりのよい乾燥した岩石地に生じ，急斜面の篠地や稜線の露岩地でよく群

落を形成している．したがってこのような場所では上層木を欠くことが多いか，もし存在するとき

はマツ科およびヒノキ科の針葉樹が多い．

　最もｍ要な環境要素として問題となるのは基岩である．はじめに述べたように，イワシデがわが

国では石灰岩地帯に多いことは以前から注意されていたが，最近寺尾(1961)は生態的な立場から

代表的な好石灰植物であることをあらためて確認し，また清水(1962-3)は石灰岩地帯の特=徴植

物として，石灰岩以外に出現するのは例外的な場合であると考えている．中国大陸や帆鮮では植生

と基岩との関係についての論議かほとんどなく，ためにイワシデについてもよくわかっていない

が，わが国の既知の産地に関する限り，その多くが石灰岩地帯またはその周辺部であり，このよう

な解釈もとうぜんであろう．
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　しかしイワシデが石灰岩およびその周辺以外で見られる例は稀というほどではなく，今までに知

られている産地でかような場合の基岩の種類が明らかにされている例は，香川県小豆島および八栗

山（おもに安山岩質集塊岩），高松市屋島（安山岩），長崎県平戸島および加津佐町岩戸山（ともに

安山岩質集塊岩）のはか，外山（私信）によると長崎県小佐々町冷水峠では玄武岩上に，また対島

では第三紀水成岩や石英斑岩上.に生ずることがわかっている．これらのうち小豆島や平戸島ではと

くに群落の発達が顕著である．

　このような点からも，イワシデの分布と群落は，植物生態・地理学的に検討すべき点が多い．た

だほかの多くの例が示すように，環境としてはむしろ不適当な岩石地が，イワシデのような遺存植

物の生育場所となり．それを提供するのが多くの場合石灰岩地帯であるということはいえると思

う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ワ　シ　デ　群　落

　1.研究の経過

　現在までイワシデ群落の研究がなされたところはほとんど四国に限られている．すなわち，山中，

　(1953-6)および山中・森下(1956)が各地のイワシデ群落を調査し，それらにもとづいて山中

　(1955)が石灰岩上のイワシデ群落にイワシデーイワツクバネウツギ群集（Ｚａｂｅｌｉｅtｏ Ｃａｒｐｉｎｅtｉtｍ.

ればＣＺａれ□ｌＯＵｔｔ）の名をあたえ，さらに山中(1963)は小豆島の集塊岩上のイワシデ群落を，イワ

シデーツシママンネングサ群集（Ｓ ｅｄｅtｏ-Ｃａｒｔ＞ｉｎｅｔｗｍｔｕｒｃｚａｎｉｒio，ii）として報告した．

　中国地方では堀川・佐々木(1959)が広島県帝釈峡でイワシデーイワツクバネウツギ群落を認め

ているが，くわしい組成についてはふれず，ここではイワシデをヨコグラノキーコクサギ群集の標

徴種としてあげている．また岡山県勝山町神庭の滝付近のイワシデーコカンスゲ群落を調査してい

るが（堀川・佐々木1962),これは石灰岩に接した粘板岩上のもので，群落学的なくわしい性質は

今後の検討をまたねばならないもののひとつである.寺尾(1955)は岡山・広島両県の石灰岩地帯

の植生をしらべているが，この地方に多いイワシデについては何もふれていない．九州のものにつ

いてはまとまった研究がない．

　この報告では中国地方と九州での調査結果を加えたほか，四国からも新しく追加し,’上記の二群

集を認め,これらをあわせてイワシデーイブキシモツケ群団（Ｓかiｒａｅtｏ-Ｃａｒｐｉｎ.如丿･ｕｒｃｘａｎ.ｉｎｏｖii)

を新しくもうけた．その基礎となった組成表の資料は，原則として25�の方形区により優占度を判

定し，中欧学派におおむね準拠して整理した.

　2.イワシデーイワツクバネウツギ群集(Zabelieto-Carpii!etum turczaninovii) (第１表）

　今まで調査した石灰岩地帯のイワシデ群落はすべてこの群集に含まれる．イワシデは亜高木層ま

たは低木層に優占するが，ところによりビャクシンがまじり，また孤立状のアカマツ，ツガ，ヒノ

キ，ネズミサシなどの針葉樹をまじえることもある．亜高木層と低木層の境は不明なところが多い

叢林状の群落で, microphyllをもった落葉低木を多くともなうのが普通である．林床はスゲ類に

代表されるところが多いが，その種類は場所により異なっている．しかしときにはギボウシ類やカ

タヒバの優占するところがある．

　この群集は地域的に組成の差がかなり見られるが，全体にまとまりをあたえるのはイワシデとイ

ワツクバネウツギの組合せであり，ほかに好石灰植物と考えられるものを含む多くの標徴種および

識別種がある．それらはカヤ，ビャクシン，ダンコウバイ，ナンテン，ヤマブ牛，ビワ，アサマッ

ゲ，ニガキ，キビノクロウメモドキ＊，ヨコグラノキ，ナガバコウヤボウキ，イチョウシダ，クモ

＊　Ｒｈａｍｎｕｓ　■ｙｏｓhinoｔ ｖａｒ. ･ｏｅｌｉｊｅti）･laを含む．



26 高知大学学㈲岬究拙告　第13巻　　自然科学　Ｉ　第４号

-

ノスシダ，トサボウフウ，ヤハズノゝノヘコなどで，なかには石灰岩地帯のほかの群集の標徴種となっ

ているものもある．

　中国地方の新見，阿哲，ﾉ|しL，帝釈を中心とする岡山・広島両県にまたがる地域は区系的にいち

じるしく注目されているところであるか（前川1961),それにはこの地域の広大な範囲に露出する

石灰岩か果している役割が大きい．この事実はただちにこの群集の組成にも反映し，かなり明らか

な組成的特瀧をもっている．チョウセンヒメツゲ，タイシャクイタヤ，チトセカズラ，ヤマトレン

ギョウ，チョウジガマズミ，ナガバヤクシソウなどの大陸要素またぱ固有植物の存在がそれで，こ

の地域に関しては屏集標徴種とみなしてよいものがある．これらを重視して群集をさらに小さくま

とめることも不可能ではないとも思われるが，いちおうここではアベマキ，ノグルミ，チョウジザ

クラなどとともに，イワシデーイワツクバネウッギ群集の下位単位の識別種とみなして，この地方

のイワシデ群落をチョウジガマズミ亜屏集（Ｚａｂｅｌｉｅtｏ-Ｃａｒｐｉｉｉｅtｔtｍ 　ｖib･iｖｒiie£ｏｓ。７ｔ）としてまと

めておく.

　四国では低地と高地でかなり差違かおる，ほぽ850－900mの気候的極盛相林ならば，しばしばブ

ナとカシの接触が見られるあたりから上部では，組成的に異なった要素が見られる．その例として

高知県石立山周辺と爪形山および黒滝山地域の四国の東西の石灰岩山地があげられる．これらの地

域もまた区系的｀に興味あるところであるが（山中1953,1964)‘，この群集でもヤマシャクヤク，キリ

ンソウ，ミヤマママコナ，キヌタソウ，リュウノウギク，ホソバシュロソウなどを識別種として，

ホソ八シュロソウ亜群集（Ｚｄｂｅｌｉｅtｏ- Ｃａｒｐｉｎｅtｕｍｖｅｒａt･,･ｅtｏｓｕｍ）を認めることができる．これら

の地域ではほかにクロベ，ツクシクサボタン，シコクシモツケソウ，コウシュウヒゴタイ，イワギ

クなどをも含み，北方および高山の遺存要素か少なくない．また石立山ではことにビャクシン＊の

繁茂がめだっている．

　四国の低地では暖温帯の嬰素，たとえばアラカシ，ネズミモチ，クスドイゲにトベラなどの常緑

樹種を多くまじえており，かような地域ではしばしば海岸の植物か内陸にまで分布している．常緑

樹種の混生は中国地方でもおなじ傾向を示すが，四国ではチョウジガマズミ亜群集の識別種は欠い

ており，また好石灰植物とみなされるシロバナハンシ1ﾖ,ウヅルの存在がいちじるしい．岩壁にトサ

ノギボウシなどか多く，クロガネシダが出現するところもある．これらの群集をまとめてシロバナ

ハンショウヅル亜群集（Ｚａｂｅｌｉｅ£ｏ･Ｃａｒｐｉｎｅtｗｉｎｃｌｅｉｎａtｉｄｅtｏｓiｖ。t）とする．

　九州の香春岳の場合もほぽおなじ組成で，ホウライカズラ＊＊やシロバナハンショウヅルが出現

するが，ただ四国に見られないチョウジガマズミか一部に生じ，中国地方の群落との関係も認めら

れる．ここではイワシデはニノ岳に多く，三ノ岳では頂上近くまでむしろ常緑低木林の相観をなす

ところが多い．

　ろ．　イワシデーツシママンネングサ群集(Sedeto･Carpinetum turczaninovii) (第２表）

　相貌はイワシデーイワツクバネウツギ群集とおなじで，イワシデ優占ときにアカマツ，クロマツ，

またはネズミサシをまじえ，多くの落葉低木をともない，林床にスゲの多い亜高木ないし低木林で

ある．しかし組成的にはイワシデーイワツクバネウヅギ群集の標後種および識別種を欠いているの

がいちじるしい（山中1963).そのためツシママンネングサとイワヒバを標後種および識別種とし

＊　石立山からはミヤマビャクシンの報告かあるか，イワシデ群落内に出現するのはすべてビャクシンで，ミ

　　ヤマビャクシンを見ない．石灰岩地帯でビャクシンかミヤ々ビャクシンと誤認されている例はほかにもあ

　　る．中国・四国地方の石灰岩の露出地にはビャクシンの多いところか少なくないか，採取されて現在残っ

　　ている生育地が多くの場合|安阻な場所に限られているため，とのような調査地を得ることは困難である.

＊＊　この地域からはエイシュウカズラが報告されているか，私の調査したところでは，それにあたるものかな

　　かった．
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てこの群集をもうけた．

　今までの調査では，香川県小豆島，長崎県平戸島および岩戸山のイワシデ群落はこれに含まれ，

基岩はいずれも安山岩質集塊岩である．またイワシデがクロ･マツまたはアカマツの林下に生ずる例

は屋島や岩戸山で見られ，ともにスゲの多い林床をもち，このようなマツ林の組成はむしろこの群

集に近い．

　標徴種のツシママンネングサは分類学的に問題かおり，再検討の余地が残されている．対島の白

岳ではイワシデとツシママンネングサがともに生じているが（中# 1926 b),中国地方や九州でイ

ワシデの分布域外にもその生育が知られている＊．しかしｲ･ワシデ群落とのむすびつきは軽視でき

ず，石灰岩地帯に出てこないという生態的な理El:lもあって，代表的なものとしてとりあげてよいも

のと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　゛

　平戸島の凛岩，屏風岳，志々伎山などの露岩地ではこの群集がよく観察されるが，ここにはダン

ギク，チョウセンノギク，イトラッキョウなどが生じ，いちじるしく特徴的なフロラが見られ（北

村・田村1951.前川1952).石灰岩地帯とおなじように遺存植物の存在がいちじるしい．また小

豆島の場合も寒霞渓を中心として，ショウドシマレンギョウ，チョウジガマズミ，ミセバヤ，カン

カケニラなどかあり．区系的に注目されている（原1959,前川1961,正宗・里見1963).イワシデ

群落を対象とする場合，平戸烏では比較的常緑樹の混生か多くトベラ亜群集（Ｓｅｄｅtｏ-Ｃａｒｐｉｎｅt･．抑

piｔｔｏｓｐｏｒｅtｏｓｕｍ）であるが，小豆島ではコウヤボウキ，イつデンダ，アオウシノケグサなどか多

く，平戸島の場合よりさらに乾生的なフロラ組成が見られ，所によっては林床がネザサに占められ

ている．したがってここでは小豆島の群落をイワガサ亜群集（Ｓｅｄｅtｏ-Ｃａ.ｒｐｉｎｅは.ＴＯ ｓpiｒａｅtｏｓｍｎ）

として区別しだ．岩戸山のものは群落が小規模で識別種の多くを欠いているが，この亜群集に入る

ものであろう･.

　4.　イワシデーイブキシモツケ群団(Spiraeto･Carpinion turczaninovii)

　上に述べた二つの群集は，一優占種および相観を同じうする乾燥した露岩地の土地的極盛相であ

る．ただ基岩の影響がこれらの開に組成の差をもたらしていて，その点て影響の大きい石灰岩か，

イワシデーイワツクバネウツギ群集により多くの標徴種や識別種をもたせる原因となっている．し

かしいずれにしても，イワシデ優占のいわばわが国においては遺存的なこれらの群落には，多くの

固有種や不連続分布をする植物ことに大陸要素が多く，組成的にも今までに報告されたどの群団に

も含まれない．

　しいていえばマツ型との関係が最一も大きく，ことに瀬戸内地方の乾燥地のアカマツ林や蛇紋岩地

帯のそれとは，多くの共通要素をもっている．しかし群団の階級でマツ林と同一のものと,すること

はやはり不可能で，結局はひとつの独立した群団をなすとみなされる．

　この二つの群集に共通する組成要素のうち，イワシデのほかには，オオコマユミ＊＊　とイブキシ

モツケ＊＊＊がイワシデ群落とむすびつきが強く，これらを群団標数種として，ここにわが国のイワ

＊　平戸島のものと，岩戸山のものとでは大きさが違っているが，ツシママンネングサそのものの変異内に入

　　る．小豆島のものはこれらとは形態的にもやや異なり，花期も早い．湯浅（未発表）によると，染色体数

　　が前者は2n = 48,後者は2n･=64である.

＊＊コマユミ，オオコマユミ，およびニシキギは中間形でつらなるが，イワシデ群落ではオオコマユミとすべ

　　き型が多い.

＊＊＊ここではホソバノイブキシモツケ，キビノシモツケ，またはトウシモツケといわれるものを含む．ホソバ

　　ノイブキシモツケのタイプは川岸の狭葉の型であるが，これとキビノシモツケとを区別することは困難で

　　ある．また果実の大きさでトウシモツケをわけるのも無理である．イブキシモツケとホソバノイブキシモ

　　ツケは心皮の毛の有無のみで区別されるか変異か多く，どちらともいえぬ個体かある．所により両者か混

　　生して優占度の判定に区別できないことかある（第１表）．高知県東部，小豆島，および岩戸山では，イ

　　ブキシモツケはイワガサにおきかわるが，高知県物部村では両者の雑種と見られるものかある．
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シデ群落をイワシデーイブキシモツケ群団（Ｓかiｒａｅtｏ･Ｃ･ａｒｐｉｎｉｏｎ ｈげｃｚａｎｉｎｃｍｉｉ）にまとめた．

　中国大陸や朝鮮では，イワシデがしばしばアベマ,キ，カシワ，ナラガシワなどと混生し，または

これらの林の亜高木層に出現しているか（中＃193S，館脇1945),わか国ではまだそのような林は

わかっていない．むしろ既述のようにイワシデ群落は針葉樹をともなうことが多い．中国地方や四

国の瀬戸内側にはアベマキの林があり，また石灰岩地帯でもときにイワシデをまじえるが，それら

にはむしろ二次林的な性格がつよく（寺尾1955,堀川・佐々木1959),イワシデ群落がこのような

コナラ属の落葉樹の林とともに上級単位をつくり得るかTどうかは，はなはだ疑問である．このよう

な点では，なお今後に残すべき問題も多いことはとうぜんである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　と　　　め

　1.本州西部，四国，および九州に見られる代表的な大陸要素であるイワシデについて，その分

布と生態を記述した.

　2.イワシデの群落を調査し，その結果イワシデーイワツクバネウッギ群集とイワシデーツシマ

マンネングサ群集を認めた．前者は石灰岩地帯に，後者はおもに集塊岩などの地帯に見られ，とも

に乾燥した露岩地の土地的極盛相をなしている.

　3.イワシデーイワツクバネウツギ群集は三つの亜群集にわけられる．中国地方のチョウジガマ

ズミ亜群集，四国の高地のホソバシュロソウ亜群集，および四国と九州の低山地のシロバナハンジ

ョウヅル皿群集がそれで，これらは地理的および海抜高によるそれぞれまとまった分布域をもって

いる．またイワシデーツシママンネングサ群集もトベラ亜群集とイワガサ亜群集に区分できる.

　4.この二つの群集をまとめてイワシデーイブキシモツケ群団とした．この群団に含まれる群集

には多くの固有種や大陸系の遺存要素が多いことは注目に値する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　表　の　説　明

1.階層は左端に亜高木および低木層はＳ，草本層はＨで示した。ＬおよびＥはそれぞれつる植物および着

　生植物である．括孤でつつんだものは草木層のみに見られる木本植物である.

2.調査地の番号は次のとおりである．

　第１表

　　中国地方：岡山県　1.新見市草間羅生門，2.新見市棚が瀬, 3―7.新見市井倉, 8―9.阿哲郡哲多町

　万才泉, 10―11.川上郡備中町用瀬，広島県　12-16.神石郡神石町帝釈峡．

　　四国地方：高知県　17―23.香美郡物部村石立山, 24―28.香美郡物部村西谷, 29―31.高岡郡仁淀村

　扁形山, 32―36.呑美郡土佐山田町新改, 37―40.南国市白木谷, 41―44.土佐郡土佐山村, 45―47.土

　佐郡鏡村, 48―51.高岡郡越知町横倉山, 52―53.高岡郡仁淀村矢筈峠, 54―56.高岡郡東津野村郷，愛

　媛県　57―58.上浮穴郡美川村御三戸．

　　九州地方：福岡県　59―63.田川郡香春町香春岳．

　第２表

　　四国地方：香川県　1―10.小豆郡内海町寒霞脆

　　九州地方：長崎県　11.南高来郡加津佐町岩戸山, 12―16.平戸市牒岩, 17―21.平戸市志々伎山.

3.常在度の低い偶生種の多くは，この表から除外してある．すなわち，イワシデーイワツクバネウツギ群

　集では320,イワシデーツシママンネングサ群集では125 (ともに変種および品種を含む）から，それぞれ

　164, 72の植物について要約表を作った.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation of Tables

1. Stratification

　S, shrub and lower tree strata ; H, herb stratum ； Ｌ， lianes ；Ｅ， epiphytes.

　The figures in parentheses indicate the occurrence only in the herb stratum.

2. Locality

　Table １

　１∧/^estern Honshu : Okayama Pref. 1. Rash6mon, Niimi ; 2. Tanagase, Niimi ; 3 ―7. lkura,

Niimi ; 8－9. Izun!i, Tetsuta ； 10－ 11. Yose, Bitchu ； Hiroshima Pref.　12―16. Taishakukyo.

　Shikoku : Kochi Ｐｒｅ£　17―23. Mt. Ishidate, Monobe ； 24―28. Nishidani, Monobe ； 29-31.

Mt. Torigata, Niyodo ； 32―36. Shingai, Tosa-Yamada ；　37― 40. Shirakidani, Nankoku ； 41-44.

Tosayama ； 45 ―47. Kagami ； 48-51. Mt. Yokogura, Ochi ; 52-53. Yahazu Pass, Niyodo ； 54-56.

Higashitsuno ； Ehime Pref. 57 ― 58. Mimido, Mikavva.

　Kyushu : Fukuoka Pref. 59-63. Mt. Kawara.

Table ２

　Shikoku : Kagawa Pref. 1 ―10. Kankakei, Isl. Shodoshima.

　Kyushu : Nagasaki Pref. 11. Iwatoyama> Kazusa, Shimabara　Penn. ; 12―16. Tsubuteiwai

Isl. Hirado ； 17-21. Mt. Shijiki, Isl. Hiraclo.

3. Total number of plants

　Ｚａｈｅｌｉｅtｏ-Ｃａ･りＨｎｅtｕｎ｢･･･320；＆�ｄ・■Carpinetii‘川　125｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和39年８月31日受理)
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